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【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  35/08     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  37/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  35/08    　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月21日(2013.2.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電界を使用して液体またはゲルの中で荷電粒子の移動を誘起する装置であって、前記移
動が誘起されるべき領域と、第1および第2の電極であって、前記領域の中で前記電界を生
成し、これによって電流が前記電極間を通過して前記荷電粒子の移動を誘起し、イオンが
第2の電極で受け取られるようにする第1および第2の電極と、誘起された荷電粒子移動動
作の間に前記第1および第2の電極間を転送される電荷の量を測定するように配列された測
定手段であって、前記誘起された荷電粒子移動動作の間に電流または電圧変動を考慮し得
る測定手段と、前記測定された量に略等しい電荷量を、前記第2の電極を介して転送し、
イオンが前記第2の電極から除去されて前記電極を再生するようにすることによって、前
記第2の電極を再生する再生動作を制御するように配列された制御手段とを備える装置。
【請求項２】
　前記第1および第2の電極へ印加される前記電圧を変動することによって、前記誘起され
た荷電粒子移動動作の間に調整されるように配列された、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記第1および第2の電極間で電流反転を引き起こすことによって前記
再生動作を制御するように配列された、請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　第3の電極を備え、前記制御手段は、前記第2の電極および前記第3の電極間で電流を通
過させることによって前記再生動作を制御するように配列された、請求項１または２に記
載の装置。
【請求項５】
　電界を使用して液体またはゲルの中で荷電粒子の移動を誘起する方法であって、前記電
界を生成するため第1および第2の電極へ電圧を印加し、これによって電流が前記電極間を
通過し、前記荷電粒子移動を誘起してイオンが前記第2の電極で受け取られるようにする
ことと、誘起された荷電粒子移動動作の間に前記第1および第2の電極間で転送される電荷
の量を測定し、同時に前記誘起された荷電粒子移動動作の間の電流または電圧変動を考慮
することと、前記測定された量に略等しい電荷量を、前記第2の電極を介して転送し、イ
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オンが前記第2の電極から除去されて前記電極を再生するようにすることによって、前記
第2の電極を再生する再生動作を制御することとを備える方法。
【請求項６】
　前記誘起された荷電粒子移動動作の間に前記第1および第2の電極へ印加される前記電圧
を変動することを備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1および第2の電極間で電流反転を引き起こすことによって前記再生動作を制御す
ることを備える、請求項５又は６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第2の電極および第3の電極間で電流を通過させることによって前記再生動作を制御
することを備える、請求項５又は６に記載の方法。
【請求項９】
　電界を使用して液体またはゲルの中で荷電粒子の移動を誘起する装置であって、前記移
動が誘起されるべき領域と、第1および第2の電極であって、前記領域の中で前記電界を生
成するように配列され、これによって電流が前記電極間を通過して前記荷電粒子の移動を
誘起し、イオンが第2の電極で受け取られるようにする第1および第2の電極と、前記第2の
電極および第3の電極間で電流を通過させ、イオンが前記第2の電極から除去されるように
することによって、前記第2の電極を再生するように配列された第3の電極とを備える装置
。
【請求項１０】
　前記荷電粒子移動が誘起されるべき前記領域が通路の中に格納される、請求項４又は９
に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第2の電極は、前記通路内の前記液体またはゲルへ露出された部分、および前記室
の内部へ露出された部分を有する、又は前記第3の電極は前記通路の中に提供される、請
求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記通路の中で前記第1および第2の電極間に中間電極を備えた、請求項１０又は１１に
記載の装置。
【請求項１３】
　電界を使用して液体またはゲルの中で荷電粒子の移動を誘起する方法であって、第1お
よび第2の電極へ電圧を印加して前記電界を生成し、これによって電流が前記電極間を通
過し、前記荷電粒子移動を誘起してイオンが前記第2の電極で受け取られるようにするこ
とと、前記第2の電極および第3の電極間で電流を通過させ、イオンが前記第2の電極から
除去されるようにすることによって、前記第2の電極を再生することとを備える方法。
【請求項１４】
　前記再生動作は、前記誘起された荷電粒子移動動作と同じ時間に起こる、請求項１３に
記載の方法。
【請求項１５】
　前記第2の電極から前記第3の電極へ通過した物質を前記第3の電極で解放することを備
える、請求項１３又は１４に記載の方法。
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